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自らの考えが発信できる高校英語の指導の工夫
‐チャンクシート、サマライジングシート、チャットチャートの活用を通して‐

長期研修 研修員 吉澤 直子

《研究の概要》

本研究では、生徒は話す活動に必要な言語材料を聴いたり発声したりして音声に慣れる。

次にチャンク(意味のまとまり)シートで英文の意味をチャンクごとに理解し、チャンクを

話す活動につながる言語材料としてとらえる。さらにサマライジング(要約)シートを使っ

て、教科書本文の内容を要約し、とらえた言語材料(チャンク)を習得する。最終的にはコ

ー チングにおける傾聴と質問の技術を参考にしたチャット(会話)チャートを活用しなが

ら自分の考えが発信できるための指導法を研究したものである。

キーワード 【英語-高 チャンクシート サマライジングシート チャットチャート 発信】

Ⅰ 主題設定の理由

文部科学省が平成２０年３月に告示した新学

習指導要領によると、高等学校外国語の目標に

「外国語を通じて、積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度の育成を図り，情報や考

えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする

コミュニケーション能力を養う」とあり、今後

も実践的コミュニケーション能力の育成が重要

となっている。平成２０年１月に提示された中

央教育審議会答申においても、外国語教育の課

題は「単に受信した外国語を理解することにと

どまらず、コミュニケーションの中で自らの考

えなどを相手に伝えるための『発信力』の育成

がより重要である」となっている。また群馬県

教育振興基本計画（平成２１年～２５年）によ

ると、本県の英語教育高等学校の課題は「義務

教育の成果を発展させて、英語を母語とする外

国人と会話ができるコミュニケーション能力を

育成し、体験的・実践的な英語教育を推進する

こと」となっている。

協力校では英語の授業において、生徒が英語

の質問に英語で答える際、発話するまでに時間

がかかり過ぎたり、一問一答で会話が終わって

しまうといった様子が見られた。また英語の成

績が良い生徒であっても「読むのは何とかなる

が話すのは苦手だ」と述べており英語を発話す

ることが難しいと感じていることが分かる。ま

た事前アンケートの結果でも、英語の言語活動

４領域のうち「話すこと」が苦手だとする生徒

は２年生２４０人のうち７１％と最も多いこと

が分かった。

その原因を探ると、次の二つが挙げられる。

一つ目は、英語を発話するために必要な英語の

知識や言語材料となる単語や構文が音声として

十分に習得できていなかったことである。二つ

目は生徒の自由な意見や考えを発信する活動が

十分でなかったことである。具体的には従来の

パターンプラクティスが、事前に準備された英

文の空欄に英単語のみを入れかえて発声すると

いった反復練習であったからである。

そこで本研究では、インプット（言語材料を

提供する）過程でリスニングや音読を取り入れ、

話す活動に必要な言語材料を聴いたり発声した

りして音声として十分に慣れさせる。次にイン

テイク（習得する）過程で、本文の内容をチャ

ンクごとに意味をとらえさせ、そのチャンクを

「話す」活動につながる言語材料（チャンク）

として習得させる。次にアウトプット（表現す

る）過程で、生徒同士が質問と応答を繰り返し

ながら、お互いに自分の意見や考えを相手に伝

え合う。以上、三つの過程が、自らの考えを英

語で発信するための指導法として有効であるか

を検証するために、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

高校２年生が英語Ⅱの授業において、３種類

の補助シートを基に、インテイクの過程でチャ

ンクを話す活動につながる言語材料として習得

し、アウトプットの過程でお互いに質疑応答を

繰り返しながら、自らの考えを英語で発信でき

るような指導法を授業実践を通して検証する。

なお、インプットの過程は従来のリスニング

と音読活動を行なうため検証の対象から除く。
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Ⅲ 研究の見通し

１ インテイクの過程①において、チャンクシー

トを利用した活動を取り入れることによって、

英文の意味をチャンクごとに理解し、そのチャ

ンクを話す活動につながる言語材料としてとら

えられるであろう。

２ インテイクの過程②において、サマライジ

ングシートを利用した活動を取り入れること

によって、教科書本文の内容を口頭で要約し、

とらえたチャンクを話す活動で使用する言語

材料として習得できるであろう。

３ アウトプットの過程において、コーチング

における傾聴と質問の技術を参考にしたチャ

ットチャートを利用した活動を取り入れるこ

とによって、質問と応答を繰り返しながら、

お互いの考えを発信できるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え

(1) チャンクシートを利用した活動について

チャンクとは２～８単語程度からできている意

味のまとまりのことである。英語を話す際にはこ

のチャンクをつないで英文を構成する。話す活動

を目的とするためには、話す言語材料としてチャ

ンク単位でとらえるのが必要である。

また英文を聴き取る場合、英語を母語とする人

は始めから終わりまで一文全部を聴き取ってから

内容を理解しようとするのではない。冒頭からチ

ャンクごとに内容をイメージするように理解して

いる。そのことからもチャンクに意識させること

は重要であると考える。

チャンクシート（図１）とは英文をチャンクご

とに改行したものを左半分に配置し、右半分にそ

れぞれのチャンクの意味を配置したワークシート

である。

チャンクシートを利用した活動とは、生徒はペ

アになり、一人はチャンクシートを見ながらチャ

ンクごとに日本語を伝え、もう一人は何も見ずに

そのチャンクを口頭で英語に変換していく活動で

ある。この活動を通して、生徒は英文の意味をチ

ャンクごとに理解し、チャンクを「話す」活動に

つながる言語材料としてとらえるであろう。

(2) サマライジングシートを利用した活動について

教科書本文の内容を要約させる理由は二つあ

る。一つ目は英文の内容理解をさらに深めるため

で、二つ目は日本語を介さずに英語のみで要約し、

アウトプットの過程で自らの考えを入れて英語を

発信する活動へつなげるためである。

サマライジングシート（図２）を利用した活動

とは、プロジェクタで映し出された写真や絵、ワ

ークシートの単語（キーワード）をヒントに、教

科書本文の内容を口頭で要約する活動のことであ

る。

この活動を通して、生徒は教科書本文の内容を

口頭で要約し、とらえたチャンクを実際に活用す

ることで、そのチャンクを話す活動で使用する言

語材料として習得できるであろう。

(3) チャットチャートを利用した活動について

チャットチャート（図３）を構成する際にコー

チングにおける質問の技術を参考にした。理由は、

質問者に視点をあてて質問の仕方を工夫すること

で、相手から考えなどを引き出しやすくするため

である。その構成はイエス・ノーで答えるクロー

ズドクエスチョンから始めて、次に自分の考えを

図１ チャンクシート

図２ サマライジングシート
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自由に答えるオープンクエスチョンに発展させる

ものである。会話が第１ステージから第４ステー

ジへ段階的に無理なく進むように工夫した。

またコーチングにおける傾聴の技術である相づ

ち表現、繰り返し表現の使い方をワークシートに

示し、生徒がそれらを使って英語での会話を進め

られるように工夫した。

チャットチャートを利用した活動とは、ペアに

なった生徒の一人は、チャットチャートの第１ス

テージから始め、第４ステージまでの質問項目を

選択して質問する。応答する生徒は何も見ずにそ

の質問に答える活動である。

このチャットチャートを使えば、生徒は習得し

た言語材料（チャンク）を活用し質問に答えなが

ら、自らの考えが発信できるであろう。

図３ チャットチャート

２ 研究構想図

本研究の概要は以下の通りである。

(1) 授業実践計画

対 象 県立伊勢崎清明高等学校 第２学年

期 間 平成21年10月26日（月）～11月6日（金）

18時間 6時間×3クラス(1クラス30人)

題材名 「Save the Amazon Rain Forest」

WORLD TREK ENGLISH COURSE Ⅱ

桐原書店

授業者 長期研修員 吉澤 直子

(2) 抽出生徒

生 英語の学習に対する意欲があり読解力も高い。

徒 チャットチャートを活用し自分の考えを発信する

Ａ 力を身に付けさせたい。

英語の学習に対する意欲はあるが、聴く・話す力

生 が不足がちで、自分で考え表現することが苦手で

徒 ある。サマライジングシートを活用し教科書本

Ｂ 文を口頭で要約することで、とらえたチャンクを

発信する力を高めさせたい。

英語に苦手意識をもち英語活動に消極的である。

生 単語レベルから段階的にチャンクにつなげる学習

徒 で苦手意識を克服させたい。チャンクシートでチ

Ｃ ャンクに気付き、本文に関する質問にチャンク単

位で答える力を身に付けさせたい。
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３ 検証計画

仮 説 １ 仮 説 ２ 仮 説 ３

観 チャンクシートは、英文の意味をチ サマライジングシートは、とらえたチ チャットチャートは、自分の

点 ャンクごとに理解しそのチャンクを ャンクを話す活動で使用する言語材料 考えを発信する活動に有効で

話す活動につながる言語材料として として習得するのに有効であったか。 あったか。

とらえるのに有効であったか。

学習活動の記録（ビデオ分析） 学習活動の記録（ビデオ分析） 学習活動の記録

方 自己評価シート 自己評価シート (ビデオ分析とダイアローグテスト）

法 事後アンケート 事後アンケート 自己評価シート

事後アンケート

Ⅴ 研究授業実践

１ 題材の目標及び評価規準

（１）英文の意味をチャンクごとに理解し、英文はチャンクをつなげることで構成されることに気付き、

目 チャンクを話す活動につながる言語材料としてとらえる。

標 （２）教科書本文の内容を口頭で要約し、とらえたチャンクを話す活動で使用する言語材料として習得する。

（３）教科書本文と関連した話題に沿って生徒同士で会話しながら、自分の考えを意欲的に発信しようとする。

ア 関心・意欲・態度 イ 表現の能力 ウ 理解の能力 エ 知識・理解

評 (言語活動への取り組み) （正確な表現） （正確な読み取り） （言語についての知識）

価 ①ペアワークにおい ①伝えたい情報を整理して話して ①本文の内容をチャン ①環境問題に関連した単語や

規 て、英語で積極的に発 伝えることができる。 クごとに正しく読み取 語句を知っている。

準 信しようとしている。 （適切な表現） ることができる。 （文化についての知識）

②相づちや繰り返しといった基 ②ブラジルのアマゾンが抱え

本的な会話技術を使用できる。 る環境問題を知っている。

２ 指導と評価の計画（全６時間）

※ 文字は研究の手だてを示す。過程においてインプットはＡ,インテイクはＢ,アウトプットはＣと表記する。

時 過 学 習 内 容 ◎学習活動への支援 具体の評価規準との

間 程 ○ねらい ・学習活動 関連と評価方法

Ａ ○本課で身に付ける技能や理解する内容を知る。◎ブラジルとアマゾンに関連する映像

○ブラジルとアマゾンに関する説明及び本文の を示しながらプレゼンテーションする。

音声を聴き取る。 その際に教科書本文にある単語や表

・リスニング→聴き取りのポイントをとらえて聴く。 現を多用するように心がける。

・音読１→音声ＣＤを聴きながらオーバーラッピング ◎聴き取りのポイントを示す。

１ ・音読２→教師のあとについてコーラスリーディング ◎音読はチャンクごとに区切る。

Ｂ ○教科書本文の内容の意味をチャンクごとに理 ◎ はチャンクごとに改 ウ－①

① 解し、チャンクを話す活動につながる言語材料 行されていることを説明する。 方法：活動の観察

としてとらえる。 ◎英文はチャンクで構成されているこ 手順：ペアワークにおいてチャンク

・ペアになり一人がチャンクシートを見ながらチャン とを説明し、チャンクごとにとらえる ごとに日本語から英語に口頭で変換

クごとに日本語を伝える。もう一人はチャンクシート ことの意義を伝える。 できているかどうかを観察する。

を見ないでそのチャンクを英語に直していく。 判断：対話が進んでいれば○と評価

する。

Ａ ○前時の学習内容「ブラジルとアマゾンの現在 ◎「ブラジルとアマゾンの現在の様子」 エ－②

の様子」について説明を聴きながら既習事項の に関連する映像を示し、それについて 方法：活動の観察

２ 確認及び教科書本文の音声を聴き取る。 の質問を投げかけながら既習事項の確 手順：教師の質問に答えられるか

・リスニング→聴き取りのポイントをとらえて聴く。 認をさせる。 どうかを観察する。

・音読→音声ＣＤを聴きながらオーバーラッピング ◎聴き取りのポイントを示す 判断：答えられていれば○と評価する。
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２ Ｂ ○本文を見ないでチャンクごとに音声をとらえる ◎内容よりも音声に注意し聞こえた音

・教師のあとについてシャドーイングする をなるべくまねるように伝える。

Ｂ ○学習したチャンクを活用し「ブラジルとアマ ◎ を使って教科 ア－①、イ－①

② ゾンの現在の様子」を口頭で要約する。 書本文を要約する際に学習したチャン 方法：活動の観察

・ペアになり、一人はサマライジングシートにある教 クを活用するように伝える。 手順：ペアワークにおいて学習し

科書本文の出だし（文の主語）を手がかりに既習のチ ◎サマライジングシートを利用した活 たチャンクを使って要約できてい

ャンクを使って「ブラジルとアマゾンの現在の様子」 動での評価規準を事前に伝える。 るかどうかを観察する。

について口頭で要約する。もう一人は再生できたチャ 判断：要約できていれば○と評価

ンクを数えて記録する。 する。

〈授業後に行う評価〉

Ａ ○本時の学習内容「アマゾンの森林破壊の様子」 ◎アマゾンの森林破壊の様子に関連す

に関する説明及び本文の音声を聴き取る。 る映像を示しながらプレゼンテーショ

リスニング→聴き取りのポイントをとらえ聴く。 ンする。その際に教科書本文にある

音読１→音声ＣＤを聴きながらオーバーラッピング 単語や表現を多用するよう心がける

３ 音読２→教師のあとについてコーラスリーディング ◎聴き取りのポイントを示す。

◎音読はチャンクごとに区切る。

Ｂ ○教科書本文の内容の意味をチャンクごとに理 ◎ を配付する ウ－①

① 解し、話す活動につながる言語材料としてとら ◎日本語から英語に変換する際に、単 方法：活動の観察

える。 語単位ではなくチャンクごとに変換す 手順：ペアワークにおいてチャンク

・ペアになり一人がチャンクシートを見ながらチャン るように伝える。 ごとに日本語から英語に口頭で変換

クごとに日本語を伝える。もう一人はチャンクシート できているかどうかを観察する。

を見ないでそのチャンクを英語に直していく。 判断：対話が進んでいれば○と評価

する。

Ａ ○前時の学習内容「アマゾンの森林破壊の様子」 ◎「アマゾンの森林破壊の様子」に関 エ－②

について説明を聴きながら既習事項の確認及び 連する映像を示し、それについての質 方法：活動の観察

教科書本文の音声を聴き取る。 問を投げかけながら既習事項の確認を 手順：教師の質問に答えられるか

・リスニング→聴き取りのポイントをとらえて聴く。 させる。 どうかを観察する。

・音読→音声ＣＤを聴きながらオーバーラッピング ◎聴き取りのポイントを示す 判断：答えられていれば○と評価する。

Ｂ ○本文を見ずにチャンクごとに音声をとらえる ◎内容よりも音声に注意し聞こえた音

４ ・教師のあとについてシャドーイングする をなるべくまねるように伝える。

Ｂ ○学習したチャンクを活用し「アマゾンの森林 ◎ を使って要約 ア－①、イ－①

② 破壊の様子」を口頭で要約する。 する際には単語単位ではなく学習した 方法：活動の観察

・ペアになり、一人はサマライジングシートにある教 チャンクを活用するように伝える。 手順：ペアワークにおいて学習し

科書本文の出だし（文の主語）やヒントとなる語句を たチャンクを使って要約できてい

手がかりに既習のチャンクで「アマゾンの森林破壊の るかどうかを観察する。

様子」について口頭で要約する。もう一人は再生でき 判断：要約できていれば○と評価

たチャンクを数えて記録する。 する。

〈授業後に行う評価〉

５ Ａ ○本時と次時を通して身に付ける技能や理解 ◎本時と次時のテーマを提示する。

する内容を知る

方法：活動の様子を記録したビデオの分析

手順：チャンクを活用して本文の内容が要約できているかを分析する。

判断：チャンクを活用して要約できていれば○と評価する。

方法：ワークシートチェック

手順：活用できたチャンクの数が記入されたシートを確認する。

判断：チャンクの数が２０個以上活用できれば○と評価する。

方法：活動の様子を記録したビデオの分析

手順：チャンクを活用して本文の内容が要約できているかを分析する。

判断：チャンクを活用して要約できていれば○と評価する。

方法：ワークシートチェック

手順：活用できたチャンクの数が記入されたシートを確認する。

判断：チャンクの数が２１個以上活用できれば○と評価する。
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Ａ

○環境問題に関連する言語材料を知る ◎考えを自由に出させるために日本語 エ－①

５ ・４人のグループになりワークシートに示されたクイ で活動させる。 方法：活動の観察

ズを出し合いながら、環境問題に関連した語句を知る。 手順：グループワークにおいて積

・グループごとにブレーンストーミングをし環境問題 極的に発言しているかどうかを観

から連想される語句を出し合い、ウェビングマップを 察する。

作成する。 判断：発言していれば○と評価する。

Ａ ○身近な環境問題について英語で発信する準備 ◎身近に感じる環境問題について発信

をする する日本語を自分の語彙力で英語に直

・前時に示されたウェビングマップの語句をもとに各 せるやさしい表現にするように伝える。

自が身近に感じる環境問題を決め、その問題を改善す

るために何ができるのか自分の考えを英語で発信する

６ 準備をする。

Ｃ ○チャットチャートに示された質問を参考にし ◎ を利用した言語活 イ－②、エ－①

② て自分の考えを伝え合う。 動での評価規準を事前に伝える。 方法：活動の観察

・ペアになり一人はチャットチャートに示された質問 ◎答えはなるべくチャンクを活用して、 手順：ペアワークにおいて英語で

項目を選択し質問する。もう一人はその質問に答える。 長く会話を継続するように伝える。 対話しているかどうかを観察する。

・傾聴と質問の仕方に注意しながら、話しやすい雰囲 判断：4th Stage まで対話が進めば

気を作ることで対話を継続させる。 ○と評価する。

〈授業後に行う評価〉

方法：ワークシートチェック

手順：答えが記入されたシートを確認する。

判断：チャンクで答えられていれば○と評価する。

方法：口頭でのダイアローグテスト

手順：教師との対話において自分の意見が伝えられるか確認する。

判断：4th stageまで対話が進めば○と評価する。

本課のテーマ「身近な環境問題について自分は何ができるか伝えよう」

Ⅵ 結果と考察

１ インテイクの過程①で、チャンクシートを利用した活

動を取り入れることは、英文の意味をチャンクごとに理

解し、そのチャンクを話す活動につながる言語材料とし

てとらえることに有効であったか

(1) 学習活動の観察から（ビデオ分析結果）

１回目のインテイクの過程①では、ほとんどの

ペアが、チャンクシートを使ってチャンクごとに

日本語から英語に変換する活動を制限時間内に終

了できなかった。また日本語を与えられても英語

が出てこないといった様子が見られた。（図４参照）

原因は二つ考えられる。一つ目は、制限時間内

に変換すべき日本語の量が多過ぎたということで

ある。二つ目はインプットの過程でチャンクの音

声を十分にインプットできなかったことである。

そこで、２回目のインテイクの過程①では、チ

ャンクシートを改良し、インテイクの過程②のサ

マライジングシートを利用した教科書本文を要約

する活動で使用する英文に限定し、日本語から英

語に変換させた。（図５参照）

その結果、ほとんどのペアが制限時間内にワー

クシートのすべての日本語をチャンクごとに英語

に変換できた。

活 動（１回目）

生徒Ａ 生徒Ｂ

この地域はかつてよい生 This area...

息地でした

かつてはなになにでした used to...

よい good?

生息地 habitat?

活 動（２回目）改良したワークシートを使用

森林破壊のせいで Because of defo..

森林破壊のせいで Because of deforestation

たくさんの種が many...

たくさんの種が many species

図４ チャンクシートを使った活動の様子

下線部はチャンクで

変換できている箇所

チャンクで答え

られていない
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(2) 事後アンケート、自己評価シートの結果から

事後アンケート結果（図６）から、７７人中

７６人（９９％）の生徒が「チャンクシートは英

文の意味をチャンクごとに理解するのに役立っ

た」と答えている。

また、チャンクシートについて生徒の感想は次

の通りである。

生徒は英文を理解するためには単語レベルより

チャンクを意識したほうが便利だと認識し、チャ

ンクシートについては好意的にとらえている。

チャンクシートは英文の意味をチャンクごとに

理解するのに役に立ったと思いますか
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・短いチャンクなら日本語から英訳するのが楽だ。

・チャンクで切ってあるほうが英文を暗記しやすい。

・チャンクで覚えると文が組み立てやすい。

・チャンクは短いから一文を一気に訳すより内容を理

解しやすい。

図５ 改良前と改良後のチャンクシート

図６ 事後アンケート結果（チャンクシート）

一方、「あまり思わない」と回答した１名の生

徒の理由は、「従来の書いて覚えるやり方のほう

がいい」である。

以上のことから、ほとんどの生徒にとってチャ

ンクシートを利用した活動を行うことは英文の意

味をチャンクごとに理解し、そのチャンクを話す

活動につながる言語材料としてとらえることに有効

であったと考えられる。

２ インテイクの過程②で、サマライジングシートを利

用した活動を取り入れることは、教科書本文の内容を

口頭で要約し、とらえたチャンクを実際に活用すること

で、そのチャンクを話す活動で使用する言語材料とし

て習得することに有効であったか

(1) 学習活動の観察から（ビデオ分析結果）

１回目の活動では、制限時間内に英語ですべて

の要約を終了したペアはほとんど見られなかった。

またチャンクシートでとらえたチャンクもあまり

活用できていなかった。（図７参照）

原因は二つ考えられる。一つ目は、サマライジ

ングシートを使って教科書の内容を口頭で要約す

るという活動は生徒にとって初めてだったので、

活動の流れを把握するのが難しかったようだ。二

つ目は、プロジェクタで投影された映像とサマラ

イジングシートに載せた教科書本文の出だし（文

の主語）だけで本文の内容を要約できなかったの

は、この活動の前のインプットが十分でなかった

ようだ。

そこで、２回目の活動ではサマライジングシー

トを改良し、文の主語のほかにも要約に使用する

ヒントとなる単語を加えた。（図８参照）

その結果、２回目の活動では、すべてのペアが

制限時間内にチャンクを活用して要約を終えた。

活 動（１回目）
生徒Ａ 生徒Ｂ

Brazil has ? Brazil has

Brazil has the largest? largest rain

最上級の前置詞だよ the largest tropical rainforest

活 動（２回目）

Because of deforestation Because of deforestation

many species losing habitat

and extinction...

have been losing? Because of deforestation

face extinction? many species have been

losing habitat and are

facing extinction now.

図７ サマライジングシートを使った活動の様子

下線部はチャンクで

再生できている箇所

チャンクが

活用できて

いない
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(2) 事後アンケート、自己評価シートの結果から

事後アンケート結果（図９）から、７７人中７１

人（９２％）の生徒がサマライジングシートの有用

性について肯定的に回答している。しかし「とても

思う」が２８人に対し、「少し思う」が４３人（５５

％）と一番多かった。

またサマライジングシートについて、生徒の

感想は次の通りである。

生徒はサマライジングシートを利用した活動を

通して、チャンクを音声として習得し教科書の内

容をチャンクを活用して要約することで、英語が

話せるようになったと感じていることが分かる。

また「少し思う」と回答した生徒の多くは、

「もっと要約する前にチャンクシートで本文を覚え

る時間が必要だった」と述べている。なお、「活動

・文法が合っているかは不安だがチャンクを使って英語が

話せた。

・教科書の内容をより深く理解できたのがよかった。

・少しずつでも自分で考えて英語が言えたのが良かった。

・１回目は難しかったけれど、２回目はヒントがあったの

でたくさん英語が言えるようになった。

図８ 改良前と改良後のサマライジングシート

図９ 事後アンケート結果（サマライジングシート）

サマライジングシートは英語を話すための言語材料を

習得するのに役に立ったと思いますか
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の仕方が分からなくて始めるのが遅くなってしま

った」という感想もあり、サマライジングシート

を使った活動に慣れていなかったことが分かる。

さらに、「あまり思わない」と回答した生徒は

「難しすぎて全くついていけない」や「単語を並

べても英文の構造が分かっていないと結局できな

い」と述べていて、英語の基礎学力の差によって

サマライジングシートの有効性に差があることが

分かる。

以上のことから、サマライジングシートを利用

した活動を取り入れることは、ワークシートの使

用方法の提示の仕方を工夫したり基礎学力を考慮

したりする必要はあるが、ほとんどの生徒にとっ

て教科書本文の内容を口頭で要約し、とらえたチ

ャンクを実際に活用することで、そのチャンクを

話す活動で使用する言語材料として習得するのに

有効であったと考えられる。

そのほかに、「たくさんの単語やチャンクを使

って、頭をフル回転させた感じだった」という生

徒の感想もあり、この活動が生徒にとって普段の

授業よりも頭を使う活動であったということが分

かる。

３ アウトプットの過程で、チャットチャートを利用した

活動を取り入れることは、自分の考えを発信すること

に有効であったか

(1) 学習活動の観察から（ビデオ分析結果）

授業時間内にペアを換えてチャットチャートを

利用した活動を３回実施した。

１回目の活動では、チャットチャートを使い、

オープンクエスチョンまで終了するペアもあれ

ば、会話が進まず制限時間内にオープンクエスチ

ョンまで行けないペアもいた。

ペアワークの進度差を招いた原因は、生徒の事

前準備の程度にある。用意した英文を暗記してき

た生徒は、チャットチャートをうまく使えて最後

のステージまで到達していたということが分かっ

た。（図１０参照）一方、英文を用意していなか

った生徒は、チャットチャートをうまく使えず会

話が進まなかった。

２回目の活動では、チャットチャートを使い、

ほとんどのペアがオープンクエスチョンまで会話

を継続できた。１回目の活動では、応答する際に

英文が書かれたメモを読みながら答えていた生徒

も、２回目ではメモを見ずに質問する生徒のほう

を向いて会話をしていた。進度の速い生徒は、１
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回目の活動での会話の繰り返しだったので、チャ

ットチャートをあまり使わずに会話を楽しんでい

る様子も見られた。

３回目の活動では、ほとんどのペアがチャット

チャートを使わずにオープンクエスチョンまで進

めることができた。さらにチャットチャートに示

された相づち表現や繰り返し表現を活用しながら

英語のみでの会話を継続させようとする様子も見

られた。

(2) 事後アンケート、自己評価シートの結果から

事後アンケート結果（図１１）から、７７人中

７３人（９５％）の生徒がチャットチャートの有

用性について肯定的に回答している。

またチャットチャートについて、生徒の感想

は次の通りである。

図１０ チャットチャートを使った活動の様子

・チャットチャートを使うことで自分なりに英文を考え

工夫して言えた。

・勉強した単語がすらすらと頭の中に浮かんできて英語

が話せていると感じた。

・メモを見ないで会話するなんて絶対無理だと思ってい

たけれど、だんだん言えるようになった。

・活動の最後の方には覚えたチャンクがつながるように

なったので英語力が上がったような気がする。

チャットチャートは自分の意見を

発信する力をつけるのに役に立ったと思いますか
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図１１ 事後アンケート結果（チャットチャート）

図１０ チャットチャートを使った活動の様子

生徒は、チャットチャートを使うことで自分の

考えを英語で発信できるようになり、また習得し

たチャンクを実際に使うことで英語力の向上にも

有効だと感じていることが分かった。

しかし、「少し思う」と回答した生徒の中には、

「同じ内容を繰り返しただけなので、応用力は期

待できない」という意見があった。チャットチャ

ートでは質問項目が限られてしまい、即興的な会

話までなかなか到達できなかった。その結果、英

語の基礎力のある生徒にとって同じ会話を繰り返

すチャットチャートでは不満足感が残ったようで

ある。

また、「あまり思わない」と回答した生徒は、

「家で英文を暗記してこなかったので、事前に覚

える時間が欲しかった」とあった。チャットチャ

ートを利用する前の準備が不十分で、チャットチ

ャートがうまく使えなかった。アウトプットの過

程前半に自分の考えを覚える時間を充実させる必

要がある。

以上のことから、上位層の生徒の不満足感や生

徒の準備不足でチャットチャートの活用が十分で

はなかったことなど課題もあるが、事後アンケー

ト結果を見ると、チャットチャートを利用した活

動は、概ねほとんどの生徒にとって自分の考えを

発信するのに役に立つととらえていることから有

効であったと考えられる。

(3) 抽出生徒の変容から（ダイアローグテスト結果）

３名の抽出生徒で、チャットチャートを利用し

た活動の前後で発信した英文を比較し、考察する。

① 抽出生徒Ａ

抽出生徒Ａは第３ステージから第４ステージと

会話が長く継続できるようになった。また習得し

たチャンクを活用して自分の考えを発信している

様子も見られる。さらに、答えるまでにかかる時

間もほぼ５秒以内であった。（図１２参照）

図１２ 抽出生徒Ａの発信した内容
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② 抽出生徒Ｂ

抽出生徒Ｂは、会話が第２ステージまでだった

のに対して、第４ステージまで継続できるように

なり、最も高い効果を示した。文法的な間違いは

多少あるが授業で習得したチャンクを使いなが

ら、会話を継続できるようになった。

（図１３参照）

③ 抽出生徒Ｃ

抽出生徒Ｃは活動３回目にして制限時間の最後

まで会話を継続できるようになった。しかし、発

話するまでに時間がかかり第４ステージまで進む

ことができなかった。（図１４参照）

上記の分析結果から、どの生徒も会話が以前よ

りも継続できるようになったことから、チャット

チャートの有効性が伺える。しかし、抽出生徒Ａ

とＢの最終到達点が同じになってしまい、抽出生

徒Ａの発信力を十分高められなかった。そこで、

応用力のある生徒はペアの編成の工夫をしてお互

いが高め合えるようにしたり、制限時間内にさら

に即興的な会話ができるような工夫も必要だと分

かった。また抽出生徒Ｃが第４ステージまで進む

ためには、自分の考えをきちんと用意させる必要

があると分かった。

図１３ 抽出生徒Ｂの発信した内容

図１４ 抽出生徒Ｃの発信した内容

Ⅶ 成果と課題

１ 成果

○ チャンクシートは英文の意味をチャンクとい

う意味のかたまりごとに理解していくことで、

ほぼ全員の生徒が英文の内容が理解しやすくな

り英文を構成しやすくなったと考えられる。

○ サマライジングシートを活用すれば英語を母

語とする人と同様に、日本語を介さずにチャン

クをつないで発信できるようになったと考えら

れる。

○ チャットチャートを利用した活動では、ほと

んどの生徒が英語のみでの会話を継続でき、自

分の考えを発信できたと考えられる。

○ チャットチャートを利用した活動の前段階と

して、ブレーンストーミングを取り入れたこと

で、生徒はテーマに関連した語句や表現をさら

に多く知り、自分の考えを精選できたと考えら

れる。

○ ＩＣＴを活用したインプットの過程において

生徒はプロジェクタで投影された映像を見なが

らリスニングすることで、教科書の内容がイメ

ージしやすくなり、また単語や構文も習得しや

すくなったと考えられる。

２ 課題

○ 本研究において、インプットの過程は全授業

６時間のうち、１時間程度のみの設定であった。

しかしこの過程が最も重要でより多くの時間を

かけなければならないと考えられる。

○ チャットチャートを利用して自らの考えを発

信する活動において、基本的な会話技術の他に

もさらに多くの「つなぎの語句」などを示すこ

とで、応用力のある生徒が話題を広げ即興的な

会話を継続できるようにワークシートを改良し

ていくことが必要であると考えられる。
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